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熊本県立菊池高等学校 

所在地：861-1331 菊池市隈府 1332-1 

連絡先：Tel  0968-25-3175 

      Fax  0968-25-5758 

学校 HP：http://www.higo.ed.jp/sh/kikuchih 

 

Ⅰ 学校の概要 

 １ 児童生徒数，学級数，教職員数 

生徒数 

505 名 

 

平成 29 年

４月現在 

 普通科 商業科 計 

１年  88  77 165 

２年 113  67 180 

３年 100  60  160 

計 301 204 505 

１年 普通科３クラス 商業科２クラス 

２年 普通科３クラス 商業科２クラス  

３年 普通科３クラス 商業科２クラス  

教職員数 

56 名 

 

平成 29 年

４月現在 

校長 1 教頭 1 

事務長 1 教諭 34 

常勤講師 2 非常勤講師 10 

養護教諭 1 実習助手 1 

事務職員 4 学校補助 1 

 

   本校は、九州の中央に位置する熊本県の、阿蘇の

西に位置する菊池市にある県立学校で、普通科と商

業科を有している。明治 41 年に隈府町外 11 カ村組

合立菊池女学校として設立され、昨年 110 周年を迎

えた伝統校である。校訓は「汗と夢」であり、目指

す学校像は、活気あふれ、夢や目標を形にし、地域

に信頼される学校としている。 

昭和８年以来、学校林（育友会林とよばれる。育

友会という名称の保護者会所有）を有しており、毎

年、植林と手入れを行ってきた。その取組の事前指

導の中では、森林管理の効果・役割として、土砂崩

れの防止や地下水の涵養・浄化、二酸化炭素の吸収

などにも触れ、環境に対する意識の高揚を図ってき

た。 

   創立100周年を迎えた節目の平成20年の校舎改築

において、床などに学校林の杉材を使用し、さらに

太陽光パネルや屋上庭園、ビオトープを設置するな

ど、愛校心と共に、環境教育の視点を取り入れた設

計がなされた。  

これを機に生徒会エコスクール委員会が発足し、

昼休みの校内放送や学期に１回発行しているエコ

スクール新聞で、太陽光の発電量、電気・水道の使

用量を示し、常に啓発を続けている。節電・節水、

ゴミ排出量削減、資源の有効利用（ペーパーレス、

裏紙利用）、地域清掃ボランティア活動など、全校

体制で環境を意識した取組を継続して行っている。 

   これらの活動が認められ、平成 28 年には「学校林

の保全に努め、水環境を守る」活動として、水の国

高校生フォーラム実行委員会（熊本県・熊本市・テ

レビ熊本・くまもと水財団）の「くまもと水の宣言

校」に認定された。 

 

２ 地域の概況 

本校のある熊本県菊池市は、熊本県の北部に位置 

し、北東部を山に囲まれ、市内中心部を一級河川の 

菊池川が流れる風光明媚な地域である。また、菊池 

川の上流には熊本県を代表する観光地である菊池渓 

谷があり、毎年多くの人が豊かな自然の癒しを求め 

に訪れている。市街地の北部には菊池川の支流であ 

る迫間川、南部には菊池川が流れており、本校は北 

部の迫間川にほぼ隣接する。 

 

育友会林（学校林）の入り口看板 
 

観光地でもある菊池渓谷 

 

校内のエコ設備 ソーラーパネル 

http://www.higo.ed.jp/sh/kikuchih
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 ３ 環境教育の全体計画など 

  （１）環境教育目標 

  ① 環境への理解を深め、環境を大切にする心を 

    育成する。 

② 一人一人が環境保全やよりよい環境の創造の 

  ため主体的に行動する実践的な態度や資質・ 

  能力を育成する。 

③ エコスクール及びチームエコの整備、運営と 

環境への活用を強化する。 

  （２）年間計画 

① 学期ごとのクリーン作戦（学校周辺の清掃） 

② 広報誌の発刊 

③ 学校独自の取組である学校林（育友会林）作 

  業 

 

 

Ⅱ 研究主題 

自然林、人工林から注ぐ河川の水質の比較 

～私たちの学校林を守る～ 

 

 

Ⅲ 研究の概要 

 １ 研究のねらい 

   自然林と人工林から流出した渓流水が注ぎ込む河

川などの水質の違いについて、アンモニウム態窒素

やリン酸態リンなどの含有量を科学的に測定する

ことで、その違いが何に起因するのかを考察し、よ

り水質のよい森林の管理法を探究する。また、生徒

が調査に取り組むことで環境改善のリーダーとな

ることと、さらには自主的に取り組むことで自身が

抱える課題に対しても意欲的に解決しようと行動

する態度の育成を目指している。 

 

  ２ 校内の研究推進体制 

  （１）研究推進体制 

     グローブ推進委員 

     教頭、エコスクール委員会担当教諭（２人）

（２）観測体制 

エコスクール委員（６人）、科学部員（３人） 

  

（３）観測機器などの設置状況 

     以下の用具を、測定具セットとして実験箱に 

保管している。 

  ｐH 計（簡易型）・パックテスト（COD・アン 

モニウム態窒素・亜硝酸態窒素・硝酸態窒素・ 

リン酸態リン）・簡易比色計（アンモニウム態 

窒素・亜硝酸態窒素・リン酸態リン）・アルコ 

ール温度計・ビーカー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコスクール委員による学習（放課後） 

学校林での作業の様子 測定の様子 

 

簡易比色計 
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３ 研究内容 

（１）グローブの教育課程への位置付け 

     普通科「地学基礎」「化学基礎」（２年次）、

商業科「科学と人間生活」（２年次）の授業

の中で、本研究に触れながら、菊池川水系の

水質や熊本の地下水について学習を行ってい

る。 

   （２）グローブを活用した教育実践 

   ① 水質調査 

     エコスクール委員及び科学部員を中心に、パ 

ックテストなどを用いた水質調査を行った。 

 

ア 地点（５つを計画） 

     人工林（育友会林周辺の３ポイント） 

      Ａ１：育友会林の東斜面湧水地点の水 

      Ａ２：育友会林の西側を流れる生味川の水 

      Ａ３：育友会林内を流れる沢の水 

育友会林内の窪地や沢で調査を計画した 

が、水が枯れ採水できない時期があり、ポ 

イントを増やした。 

     自然林 

Ｂ：菊池渓谷内の水（平成 29 年度は熊本地 

震の影響で立ち入り禁止により調査が 

不可能。平成 30 年度から調査） 

     菊池川流域 

      Ｃ：菊池高校近くの片角地区を流れる菊池 

川の水 

５つのポイント以外にも、菊池川の水質の比較 

のために、下流域の玉名市を流れる水の調査や 

学校内の中庭において採取した雨水を調べた。 

（雨水は本校において再利用されており、生徒 

にとって身近であると考えた。）しかし、水質 

の違いは（パックテストでは）あまり出なかっ 

た。 

イ 測定項目 

・COD（化学的酸素要求量）：酸化剤により 

有機物が酸化・分解されるときに消費さ 

れる酸化剤の量を酸素量に換算した量。 

水中の有機物（生活排水由来）の量を示 

す指標。 

【評価の目安】雨水・川の上流は１～２  

mg/L、河川は０～５mg/L が望ましい。 

 

・窒素類：窒素類は土壌や樹木、食べ物の 

かすや肥料などの生活物に含まれる。河 

川に流れ込むと、溶解や分解によって、 

アンモニウム態窒素から亜硝酸態や硝酸 

態に変化していくことが多い。次の３つ 

に分けて測定した。 

アンモニウム態窒素：数値が高い場合、 

生活排水や工場排水あるいは田畑から

の 

肥料分などが、すぐ近くで流れ込んで

い 

ることが考えられる。 

【評価の目安】0.2mg/L 未満はきれい、 

0.5 mg/L 以上は少し多い。 

亜硝酸態窒素：数値が高い場合、比較的

地点（学校林＝人工林）

地点A2

地点A1
地点A3

地点C
西に10km

地点B
東に10km

 

観測地点の位置関係 

 

菊池川下流（玉名）で採取（比較のため） 

 

学校内で雨水を採取（比較のため） 
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近くで汚れが流れ込んでいることが考え

られる。 

【評価の目安】０mg/L はきれい、通常は

0.02 mg/L 以下。 

硝酸態窒素：数値が高い場合、上流で汚

れが流れ込んでいることが考えられる。

【評価の目安】１mg/L 未満は少ない、通

常は１～２mg/L 前後。        

 

・リン酸態リン：リンは土壌や岩石の他に、 

植物や食べ物のかすや肥料などに含まれ 

る。河川に流れ込むと、溶解や分解によ 

って形を変える。リン酸態リンはそのひ 

とつの形態である。 

【評価の目安】0.05mg/L 未満はきれい、 

0.05～0.2mg/L は少し多い。 

        

ウ 測定結果（測定項目ごと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水温〔℃〕 

 

ｐH 

 

COD〔mg/L〕 

 

アンモニウム態窒素〔mg/L〕 

 

亜硝酸態窒素〔mg/L〕 

 

硝酸態窒素〔mg/L〕 

 

リン酸態リン〔mg/L〕 
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エ 考察 

・調査を行ったＡ・Ｂ・Ｃ地点の水質はいず 

      れもパックテストでの最低値を示すことが 

      多く、菊池川水系の水質が大変良いことが 

確認できた。また、測定期間の雨水の水質 

と同値であった。しかし、雨の翌日で河川 

が濁っている状況ではｐHや COD が上昇す 

る場合もあった。ｐH の変化の原因は特定 

できていないが、この地点はいずれも市街 

地であることから、生活排水やコンクリー 

ト工事などの影響も考えられる。また、COD 

の値のはねあがりについては、雨などの影 

響で、川底の有機物が表層にあがったため 

と考えられる。 

・水温などが変化しても、窒素などの量は変 

 わらず、相関関係は見られなかった。しか 

し、このことは水質が一定しているともい 

え、その役割を森林が果たしていると考え 

られる。 

・今回の測定結果から、自然林由来の水と人 

 工林の水では、違いといえるほどの差は無 

いと判断した。 

     ・熊本の水はきれいとはいっても、大地に降 

り注ぐ水や菊池川の水は飲めるほどではな 

いことを COD などの数値が示した。しかし 

熊本の水道水は地下水でまかなっているこ 

とからも、学校林などの森林や土壌が、保 

水と浄化を行っていると考えられる。 

 

② 外部発表 

水質調査を行っている科学部員が、発展的取 

組として、阿蘇・菊池地域の水文について研 

究し、「阿蘇菊池の地下水システム」という 

タイトルで発表した。（熊本県生徒理科研究 

発表会、熊本県科学展、広島県でのポスター 

セッション） 

 

③ 外部連携 

     熊本市内の大学で、河川などの水質調査を続 

けている東海大学と連携し、水質調査に関す 

るアドバイスをいただいた。また、専門家の 

先生を紹介していただき、本校理科教室にお 

いて特別講義を実施したり、大学の研究室で 

実技の指導を受けたりした。このような取組 

によって、生徒の意識の向上が見られた。 

 

 

④ 継続的な保全活動 

    ア エコスクール委員会活動 

  月に 1回の委員会活動では、学校全体のエ 

コ意識の確認をした後に、各活動班に分か 

れた活動を展開している。たとえば、節電 

班は事務室に行って発電量などを確認し、 

委員会活動用のコンピュータにデータとし 

て蓄積していく。水調査班は分析の仕方を 

学んだり、測定をする。この活動を年に３ 

回（学期に１回）発行するエコスクール新 

聞にまとめる。また、文化祭（菊翔祭文化 

の部という名称で年に１回開催）では、壁 

新聞にまとめて展示したり、ステージ部門 

でプレゼンテーションをしている。 

 

発表の様子（生徒理科研究発表会：部会長賞） 

 

東海大学での学習会 

 

本校理科教室での学習会 
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イ 学校林（育友会林）活動 

      毎年１年生が植林などの活動をし、学校林 

を守る活動を続けている。生徒が安全に作 

業を行えるように、保護者と教職員が下草 

刈りなどの作業を行い、この活動を支える 

取組を行っている。 

 

 

Ⅳ 研究の成果と課題 

１ 研究の成果 

生徒による調査方法が確立したことや、実際に 

科学部とエコスクール委員会が中心となって活

動したことがあげられる。科学的調査方法につい

て学習の機会を与え、数値的なデータを出すこと

によって、菊池川や学校林について深く考えるこ

ともできた。 

さらには、その取組の中で生じた疑問について 

主体的に調べる生徒も現れ、意識の向上が見られ 

た。 

 

２ 課題 

自然林と人工林から注ぐ河川水などの水質比較

をしたが、調査精度やデータの量に課題がある。

さらに、生徒の自発的活動の体制を整えるために

活動を続けるべきである。 

 

 

Ⅴ 今後の展望 

２年間の活動の成果はいろいろあるが、自然林と 

人工林から注ぐ水質の科学的測定のデータは１年分 

しかなく、今後も測定を継続していくことが必要で 

ある。データを蓄積したうえで、考察を重ね、森林 

の管理法などを模索していく。 

エコスクール委員と科学部は、調査に取り組み、

研究成果を発表することで、環境改善のリーダーと

なり得ている。この活動を継続させ、次の代につな

げていく。ただし、学校林や菊池渓谷は遠いため、

季節ごとの観測にし、学校内のビオトープの池の水

などを継続的に水質調査していく。この水もトイレ

の水同様に雨水を利用したものであり、生徒にとっ

て身近である。文化祭などでの発表を続けることに

よって、活動に参加していない生徒にも水質を守る

ことの重要性に気付かせ、水を守る意識啓発に取り

組む。 

この活動を学校ホームページや広報きくちなどで

情報発信することによって地域の方々にも周知し、

生徒の研究に取り組む意識の向上を図る。 

 

エコスクール委員の活動（測定） 

 

保護者会活動（学校林手入れ作業） 

 

エコスクール委員の活動（放送） 

 

学校内のビオトープの池 
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